
 

 

 

２０２２年７月２７日 
東京臨海 RC     【第１２４６例会】 

東京臨海北斗 RSC 【第５５回例会】 

 

「 クラブ奉仕部門フォーラム 」 

総合担当： 

クラブ奉仕委員長 酒井 教吉様 

 
 

 

 
 

 

 

東京臨海 RC創立 29周年記念合同例会 

 

「 当クラブの変遷と 30周年記念について 」 

30周年実行委員長 斉藤 実様 
 

 

 

 

   

 

 

６月１日の卓話 ６月１５日の卓話 

７月２７日の卓話 ８月３日の卓話 

≪2022年 7月 13日例会報告≫ 

 東京臨海 RC 第 1245回  

 東京臨海北斗 RSC 第 54回  

司会：柴田 SAA委員長 

■点鐘：東京臨海 RC 杉浦孝浩会長 

      東京臨海北斗 RSC 小松啓祐議長

 
 

■ロータリーソング斉唱「我等の生業」 

：ソングリーダー：工藤会員 

 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」東京臨海 RC抜萃 Ver.唱和 

：酒井副会長 

 
  

■来賓・ゲストスピーカー紹介：杉浦会長 

本日の卓話者は、五大奉仕委員長の皆様です。 

 

■ビジター紹介：白幡会員 

 井上タケヒト様（フィジー諸島・スバＲＣ） 
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■７月のお祝い：親睦委員会 佐久間裕章委員長 

◇会員誕生日               

臨海 RC：入澤昭彦会員、白幡隆広会員、諫山豊会員、

山田政弘会員、佐久間栄一会員 

北斗 RSC：須田隆志会員、吉田大作会員、原達徳会員、

福田義正会員 

 

 
◇奥様誕生日                

臨海 RC：酒井教吉会員夫人、畠山孟賛会員夫人、 

金城健二会員夫人、田中紘太会員夫人、 

工藤義孝会員夫人 

北斗 RSC：樋口義之会員夫人、林敦寿会員夫人 

◇結婚記念日               

臨海 RC：杉浦孝浩会員、虻川良太郎会員、 

伊藤丈史会員 

北斗 RSC：大貫翔吾会員、三宅裕介会員、関口満博会員、

樋口義之会員、林敦寿会員 

◇出席１００％ 

臨海 RC：6年：杉浦孝浩会員 

5年：佐久間裕章会員 

2年：寺田雄司会員 

北斗 RSC：該当者いらっしゃいません。 

 

◇「誕生日の歌」：ソングリーダー：工藤会員 

 

◇１分間スピーチ：諌山会員 

 
 

■会長報告：杉浦会長 

・国際ロータリー第 2580地区 2022-2023年度 

地区委員へ委嘱状贈呈  

 ◇ガバナー補佐・地区会員増強委員会委員 

：髙橋映治会員 

 ◇地区公共イメージ部門アースデーチーム委員 

：佐藤正樹会員 

 ◇地区クラブ運営支援部門クラブ奉仕委員会委員 

：勝間田健一会員 

 ◇地区ロータリー財団部門資金推進委員会委員 

：佐久間裕章会員 

 ◇地区米山奨学部門委員：山田晃久会員 

 
■幹事報告：井上幹事  

・次週 7月 20日（水）は、例会は休会です。 

・東京臨海 RC会員皆様へ上半期分クラブ会費の請求書

を送付いたしましたので、今月中に納入をお願い致

します。 

・7 月の理事役員会報告を 7 月 7 日に会員皆様へ送信

いたしました。 

・地区大会のご案内を会員皆様に発信しております。

今回の地区大会当日は移動例会は行わないことにな

りましたので、地区大会にできるだけ大勢の登録・

参加をお願い致します。会員皆様のご協力をお願い

致します。締切は、7月 27日ですので、登録内容の

ご連絡を期日までにお願い致します。 

・東京江戸川 RC様より会員名簿を頂きました。会員皆

様のメールボックスに配布いたしました。 

・「ポリオＴシャツ購入のお願い」を会員皆様へ送信さ

せて頂きました。ご購入いただける方は、7月 27日

までに臨海 RC事務局宛、お申込みください。 

・ロータリー文庫の今年度のユーザー名とパスワード

を会員皆様へ 7月 4日にメール連絡致しました。 
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■委員会報告 

・クラブ奉仕委員会（酒井委員長） 

次回例会 7 月 27 日の例会後に、「クラブ奉仕部門フ

ォーラム」を開催致します。会員皆様の出席をお願

い致します。また、クラブ奉仕部門の各担当の皆様

は発言時間がございますので、ご準備のほどよろし

くお願い致します。 

・親睦委員会（佐久間裕章委員長） 

 7月 27日開催の親睦家族会（オールディーズ＆ディ

スコナイト）のお申込みは本日までにお願い致しま

す。 

・プログラム構成委員会（伊佐委員長） 

①ロータリーの友 7月号紹介 

②ロータリーの友・電子版のＩＤとパスワードを 

7月 12日、会員皆様へメール連絡致しました。 

・青少年奉仕委員会（大西委員長） 

 第 3回 RYLAセミナー受講生募集のチラシを会員皆様

のメールボックスに配布いたしました。 

 RYLAは、将来地域においてリーダーになる可能性の

ある若者（これまでロータリーに触れていない若者

を歓迎します）をクラブからご推薦頂き、このセミ

ナーを通してその芽が育つことを期待しています。

チラシを確認の上、受講生のご推薦をお願い申し上

げます。第 1次募集締切は、10月 26日です。 

■出席状況報告：榎本委員 

東京臨海 RC 

 会員数：57名 

出 席：36名 

欠 席：21名 

 出席率 65.45％ 

東京臨海北斗 RSC 

 会員数：25名  

出 席：5名（例会場：4名 ZOOM：1名） 

欠 席：20名          

出席率 20.00％ 

■ニコニコ BOX報告：今井委員 

(ご意向)本日は、五大奉仕委員長の皆様、就任挨拶 

よろしくお願いします。：杉浦会長、酒井副会長、 

井上幹事、尾身会員、寺田雄司会員、田中会員、 

勝間田会員、柴田会員、須藤会員、伊佐会員、 

佐藤大輔会員、髙橋会員、櫻田会員、村社会員、 

諫山会員、熊澤会員、佐久間裕章会員、小松啓祐会員、

田村会員、斉藤会員、山田晃久会員、本多会員、 

今会員、内海会員、関口会員、菅原会員、須田会員、 

畠山会員、大西会員、秋田会員、渡辺会員、虻川会員、

入澤会員、工藤会員、今井会員 

 

 

■卓話 （紹介者：プログラム担当 今委員） 

 
 

 

「五大奉仕委員長就任挨拶」 

 

クラブ奉仕委員長  酒井教吉様 

今年度、クラブ奉仕委員長を仰せつかりました。よろしく

お願いいたします。「クラブ奉仕」って皆さん、ご存じで

すか。私は、入ったときは意味が分からなくて、しかしや

っているうちに分かってくるんですけど、要するにクラブ

運営の根幹となる活動ですよね。それをクラブに奉仕す

るということで「クラブ奉仕委員会」、そういうふうに呼ん

でます。 

特に 3年くらい前に鈴木会員がクラブ奉仕委員長のと

きに、組織を改革されて、いろんな委員会ならではの組

織づくりをされたと思います。それがどちらかというと増

強、それから拡大、これをメインに組織を変えられたと

いう、私は記憶があるんですけども、そういうふうな感じ

に今なっております。 

それで大きくいいますと四つありまして、1つは会員へ

の情報の提供や増強の取り組みとクラブの活性化の取

り組みです。2つ目が親睦活動。これは分かると思いま

す。それから 3点目は、会場監督、例会運営、ソングリ

ーダー、受付ビジター、出席向上、こういったものです。

SAA委員長が頑張ってますので、これは今日もつつが

なくスムーズに流れてます。毎回毎回プログラムを見な

がら担当を入れ替えて、毎回、例会でやっております。

これは非常に重要な仕事になってると思います。それ

から 4点目がプログラムの構成。それから IT公共イメ

ージ。こういう四つの大きな仕事で、クラブ奉仕委員会

が成り立っています。 

中身につきましては、1週間後にクラブ奉仕フォーラム

がありますので、その中でそれぞれ担当されてる方が、

何をするかっていうことを話してくださいますので、皆さ

ん、よくお分かりになられるかと思います。 

私、就任させていただいて、何をしなきゃいけないかと

いうこと、どういう目的で今年 1年やっていくのかにつ

いて、活動方針等、活動計画の中に書かれてますの

【33 件 50,000 円 今年度累計 206,000 円】 
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で、これについてはクラブ奉仕フォーラムの中でゆっくり

やらせていただきたいと思います。 

大きな目的としては、要するに今日も発表ありましたけ

ど、例えば寺田会員みたいに、入って 2年間、丸 2年

皆勤賞。これすごいことですよね。実は私、入って 9年

目ですけど、最初の 4年間ってほとんど皆勤っていうの

はなかったです。実は杉浦会長が私より 1年後に入っ

ておるんですけど、6年目の皆勤でしたもんね。僕はま

だ 5年なんで、次、6年なんですけど、そういうことで僕

は入ってそんなに例会に出られなかったって記憶があ

ります。こういう寺田会員みたいな人をたくさん入れた

いなというふうに思います。 

それから今日、諌山さん。諌山さんどこにいらっしゃいま

す？ すごいですよね。諌山さんのあの感じ方。ああい

う人をどんどん増やしていきたいなというふうに、それが

クラブ奉仕委員会の目的なんじゃないかなというふうに

思ってます。要するに私自身が思うのは、元気で活発

なクラブ運営を行って、みんなが参加できる楽しいクラ

ブにすることによって、全会員がロータリーに入って良

かったという意義を感じてもらうことが大きな目的という

ように思ってます。 

それからまたロータリーに関して、知識を向上させるこ

とで、職業奉仕を始めとする奉仕活動について理解を

深め、実際の奉仕活動や親睦活動を通して連帯感を養

い、おのおのの会員の事業の活性化を図ることができ

る、そういう環境づくりをやりたいと思っております。そ

れからまた、仲間が仲間をつくるような増強の仕組みを

構築して、来年の 30周年に向け、拡大や質的向上、こ

れを意識したクラブ運営を目指していきたいというふう

に私自身の意見をちょっとまとめてみました。 

これにはただ、皆さんの多大なるご協力、クラブ奉仕に

携わる委員の方、担当の方、皆さん、かなりクラブ奉仕

については多くの方、携わっていただいてますので、こ

ういう皆さんが最大限ご協力いただく。まずは例会に参

加していただいたり、親睦活動に参加していただいた

り、全体の奉仕活動に参加していただく。こういうことを

含めて、ぜひご協力をお願いしたいということで、私の

挨拶に代えさせていただきたいと思います。1年間よろ

しくお願いいたします。 

 
 

 

職業奉仕委員長    本多信雄様 

皆さんこんにちは。杉浦年度に職業奉仕委員長をやら

せていただくことになりました本多信雄でございます。

一年間よろしくお願いいたします。職業奉仕委員長は私

が入会してから 3 回目となります。過去にやってきた印

象から言いますと、私が委員長をやっているときに皆さ

んの会社訪問をさせて頂けませんかということを訴え続

けてきたのですけれども、過去の先輩方には拒絶され

まして・・・‘来なくていい’と‘水曜の昼でいいじゃないか’

という方が非常に多くてその部分を乗り越えることはで

きなかったのですが、今、佐久間年度からフィーバーし

たこの臨海軍団は非常に職業のうえでも活発な活動を

されていることと、皆さん自身の親睦という名のリサー

チ力、よく訊かれるのは「年収いくらですか」とか「会社

いくつあるのですか」とか皆さんの興味の中でそういうこ

とをお答えできたり、皆さんのお役に立てたり、そんなこ

とを今臨海ロータリークラブはだいぶいらっしゃる人が

年齢層も変わったんですけども、そういったところで活

発化されてきているんじゃないかなと思っているところで

ございます。 

我がクラブは、分類的に言うと建設業、運送業、医療

系、この三本柱でその業界に携わる人たちがなんとなく

手をつなぎ始めていて、非常に前回も櫻田会員がやっ

てくれたゴルフ会もそうだったんですけれども、昔はで

すね、集まらないですよ正直言って。たいして上手くもな

かった斉藤さんとか連れていくしかなかったです。手が

足らなかった。そこから少しづつ今変わってきて、この

間行ったときは、昔、櫻田君だとか村社君と一,二年前、

一緒に回らせてもらった時と、ものすごい変わってるん

ですね。ゴルフのそういうのが向上しているので、どうや

ら一之江あたりで密談しながら練習をしたりだとか、そう
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いったことが親睦を通して仕事でも絡んでいる人が非常

に増えているなというのが私の印象です。今年度職業

奉仕をやらせていただくことになりましたので、私の祈

願でもある、皆さんの全会社に訪問することはできませ

んけれども、会社訪問というものを少しづつやって、皆

さんの職業が分かってくるのを、私はうちの仕入れ先様

にいろんな業界の人で、昔は法人会にお願いしていた

んですけれども、今はこのロータリーにいらっしゃる方に

お声をかけさせていただいてそういったところで仕事で

絡みながら仲良くなっていく、そして最終的には友達に

なっていく、今の出席率も昔は 20人きることがあったん

ですけれども、今は落ち着いて 40名前後に定着して、

尚且つ新しい会員の人たちが非常に活発に前に出てく

るそんな印象があるので、だんだん先輩たちが高齢化

してきてますので、この人たちを大事にしながら一緒に

友好的になっていってほしいと思っています。 

今年度職業奉仕委員長としてやることは、皆さんの数

社のところにお邪魔したいなと思っておりますので、私

がお声がけしたときには会社訪問にぜひともご協力お

願いしたいと思います。 

そして、うちのクラブに関しては家庭集会とあともう一

つ、育成会というのがございまして、今月 7月 15日、こ

こはお酒を飲みながら、皆さんで職業、もしくは経営の

勉強をやっていきましょうという会なので、皆さんぜひと

もご興味ある方は前向きに出席していただいて、村社

会員のように、気がついたら会社がすごくなってるみた

いな、そんなところ目指してほしいと思っております。以

上でございます。本年度もよろしくお願いします。 

 
 

 

 

 

 

 

国際奉仕委員長    勝間田健一様 

皆さん、こんにちは。皆さま今年度、国際奉仕委員長に

就任しました勝間田でございます。よろしくお願いいたし

ます。先日、妻に「今年は国際奉仕委員長に就任した」

と伝えたところ、「その前に家庭奉仕をしろ」と怒られま

して、皆さまも同じようなことを言われてるのではないか

と心配してるところではございます。昨年度、幹事を務

めさせていただき、ロータリークラブの全体的な全体像

をつかむことができた中、このような五大奉仕委員長の

中の一つ、国際奉仕委員長のお役目をいただき、うれ

しく思っております。 

五大奉仕には、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際

奉仕、青少年奉仕とある中、もしかしたら一番縁遠いと

いうか、なかなか個人ではできないような奉仕活動にな

ってくるのかと思います。国際的に新型コロナウイルス

感染拡大も少し落ち着いてきたといいますが、共存の

方向に進んでいる中でいただいた役割となりますので、

本当は張り切っていたのですが、また最近日本では再

拡大が騒がれ始めていますので、ちょっと不安な部分

があります。 

私自身、まだまだ経験も浅く、国際奉仕の趣旨や内容

を深く理解できているとはちょっと言えないと思っており

ます。まだまだこれから当クラブは、入会歴の浅い会員

の皆さまが多いことですし、今年度は難しいことは考え

ずに、とにかく参加型で経験していただいて、皆さまとと

もに国際奉仕への理解を進めていきたいと思っており

ます。今後、委員の皆さまと執念深く、国際奉仕活動へ

の参加を促してまいりたいと思っておりますので、ぜひ

ぜひ、ご協力、ご参加よろしくお願いいたします。ありが

とうございます。 
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青少年奉仕委員長  大西洋平様 

青少年奉仕委員長を今年度仰せつかりました大西でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

今年度初めて、青少年の委員長を仰せつかったわけで

ございますけれども、ご案内の通り当クラブは、社会奉

仕委員会とも連携して行っておりますが、大きな柱の臨

海ロータリークラブ旗争奪オレンジボール大会、そして

子ども食堂、学習支援のらいおんはーとの支援がござ

います。この二つの主な大きな柱は杉浦会長を先頭

に、また社会奉仕委員会とも連携しながら、青少年奉仕

委員会としても推し進めていきたいと思っております。 

私は、争奪旗オレンジボール大会がスタートしたときを

本当に鮮明に覚えてまして、高橋映治会員が会長のと

きにスタートをして、そのときに初めて優勝したチームが

南篠崎にあります、南篠崎ランチャーズというチームだ

ったんですけども、ご承知の通り、3年生以下の大会の

優勝旗がないということで、ここに視点を当てて優勝旗

をっていうことでスタートしたんですけども、本当に印象

的に残ってるのが、その当時のお母様が本当に大きな

目標をいただいて本当にうれしかったと。そして、その

優勝旗をもらって、その大きな自信でなんとその南篠崎

ランチャーズというのは、東京都でも優勝したということ

で、それを都道府県の方と交流するときに、本当に優勝

旗が大きな励みになったんですということで、大変意義

深いなと当時、私も印象受けた次第でございますので、

こういった形の事業をしっかりやっていきたいと思ってお

ります。 

今年、私、初めて地区の研修会に行ってまいりまして、

1日みっちり、戒めも含めながらしっかり勉強してきたん

ですけれども、そのときに青少年委員会のグループディ

スカッションがございました。そのときにテーマが、青少

年奉仕というのは何が一番重要かっていろいろ上げら

れてる中で、その講師の先生がおっしゃっていたのは、

子どもたち、要は青少年たちを守る危機管理。これは危

機管理というのは例えば児童虐待とか、あるいは例え

ば集中豪雨とかの自然災害から守ることも危機管理に

あたるんだというお話をされて、非常に印象的でござい

まして、これは本当に重要なことだなと改めて学びまし

た。翻って区で考えますと、子どもが大変多くて、小中

学校の生徒さんは 5万人いまして、23区でトップクラス

なんです。 

ですから今後、私、ぜひ研究を深めていきたいと思って

おります。この自然災害など、その江戸川でいうとハザ

ードマップといって、ここがいけないという、いろんなそう

いうのを啓発するツールみたいなのがあるんですけど

も、これに子どもたちに特化したっていうのがなくて。だ

から大人のハザードマップを見て、もちろん子どもたち

は分からないわけなので、そういうその部分で青少年

の奉仕の中で、その危機管理の中で、そういった自然

災害から子どもたちを守る啓発事業というのを何かでき

ないかなと研究したいなと思ってまして、ぜひ皆さまに

はいろいろとご指導、お力添えをいただけたらありがた

いと思っております。 

そのほかにも地区の重要な課題というかテーマがござ

います。インターアクトですとかローターアクト、あるい

は、青少年の留学生との交流などいろいろテーマがご

ざいますので、しっかり学ばせていただいて、この 1年

間、取り組んでいきたいと思っております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

■点鐘：東京臨海 RC 杉浦孝浩会長 

    東京臨海北斗 RSC 小松啓祐議長 

 


